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古代豪族・秦氏のルーツを探る
東海市 大島 秀雄

１．はじめに

『日本書紀』の大化改新以前の秦氏の氏人には、雄略朝の秦造酒公、欽明朝の秦大津父、

推古・皇極朝の秦造河勝の３名が知られます。

そもそも書紀では秦氏が百済から加羅を通って列島へ渡来するさい新羅人に妨害された

と述べていますが、新羅の勢力が加羅に及ぶのは早くて６世紀初期以降であったとの意見

があり、識者も秦氏が百済から渡来したとの考えに賛同されていないようです。

そこで古代豪族・秦氏のルーツの一案を提示してみたいと思います。

２．『新撰姓氏録』の内容

『新撰姓氏録』（814年撰述）山城国諸蕃の秦忌寸の条によれば、秦公酒までの概略は次

のような内容になっています。

・応神14年に秦始皇帝の後裔の功智王と弓月王が127県の民を率いて帰化し、大和朝津

間腋上（現在の奈良県御所市のJR和歌山線の腋上駅と玉手駅を含む一帯と推定される）

の地を賜って居住した。

・仁徳朝に真徳王、その次の普洞王が波陁姓を賜った。これが今の秦の字の訓である。

・雄略朝に雲師王、その次に武良王と続き、普洞王の子の秦公酒が秦を称す。

また、『新撰姓氏録』左京諸蕃上の太秦公宿禰の条には概略次のような内容が記されて

います。

・秦始皇帝３世の孫の孝武王の後裔である。

・仲哀朝８年に功満王が来朝した。

・応神14年に功満王の子の融通王（弓月王）が27県100姓を率いて帰化した。

・仁徳朝に127県の秦氏を諸郡に分置し、蚕を養い、絹を織ってこれを貢ぐ。

天皇は秦王が献じた綿、絹織物は柔軟にして温暖なこと肌膚の如しとのたまい、波多

姓を賜った。

・雄略朝に登呂志公、秦公酒は糸、綿、絹織物を積み上げて献上し丘のようであった。

天皇はそれをほめて禹都万佐の号を授けた。



- 2 -

ここで太秦公宿禰の条では肌膚との関連をとらえて波多姓の起源説話を作り上げたもの
は だ

であろうから、波多は「はだ」と読まれ、秦忌寸の条の波陁も「はだ」と読まれていたの

でしょう。

また、禹都万佐の号を授けたとの内容は、『日本書紀』雄略天皇15年条の秦酒公が禹豆

麻佐の姓を賜ったとの記事に対応したものです。

３．『古語拾遺』や『万葉集』の波陀・秦

『古語拾遺』（807年撰上）では、「たてまつれる絹・綿・肌膚に軟らかなり。故、秦の

字をよみて、波陀といふ。」とあり、波陀は「はだ」であり、秦も「はだ」と読まれてい

たことになります。

また、『万葉集』巻第11－2399番歌の「朱引 秦不經 雖寐 心異 我不念」は「赤らひく

肌も触れずて寐ぬれども心を異には我が思はなくに」と読まれ、ここでも秦＝肌であり、

秦は「はだ」と読まれていたのは間違いありません。

４．新羅・波旦部と中国の波氏

1988年4月に韓国慶尚北道蔚珍郡竹辺面鳳坪里で発見された「蔚珍鳳坪新羅碑」は新羅

法興王時代の524年に立碑したものとされ、その銘文には「波旦部只斯利」なる人物が記
はたん

されています。

『三国史記』巻第三十五、志第四、地理二には、新羅の景徳王（在位742～765年）の時

に元は高句麗の地であった波且県の名称を変更したが、現在の慶尚北道蔚珍郡のどこかは

不明との記載があります。

ここで蔚珍鳳坪新羅碑の波旦を地名とみて波且県のことを指しており、秦氏のルーツを

この地に求める説もありますが、『三国遺事』には漢祇部の金山加利村の村長の人名とし

て祇沱、または只他なる人物が登場します。
し だ

蔚珍鳳坪新羅碑の名前の只斯利と『三国遺事』の只他に注目するならば、漢祇部の前身

が波旦部であったことが推測されます。

只は中国の姓にあるが、祇は中国の姓にはなく、祇の発音はヂィーであり、只の発音も

ヂィーであるので只→祇の姓となり、中国出身者であることから漢の字を付して漢祇部の

部名が出来たものと考えられます。

新羅には六部があり、その起源や変遷については、『三国史記』などには辰韓時代の六

村がやがて新羅の六部に改められ、さらに高麗時代の慶州六部に至るという変遷観が示さ

れているが、六村はあくまでも六部の起源伝承として理解すべきものであり、村は三国時

代の新羅では城とともに地方統治の基底をなし、統一期に入っても郡県制の末端行政区画

として機能しており、六村はそうした新羅の村を背景に、六部の前身として仮託されたも

のであろうとされています。

六部は慶州盆地に居住した六つの地縁集団であり、同時にそれは新羅王京人の政治的社

会的組織であったとされ、その起源は５世紀にまで遡るとみてよく、７世紀中頃を境に組

織としての特質を弱めるなどその性格を大きく変化させながらも、六部は少なくとも10世

紀前半の新羅滅亡まで存続したとされます。

ところで、中国には「波」という姓があり、中国の百度が提供しているオンライン百科

事典である「百度百科」によれば波姓の中には、波吏という漢代の水利土木施設官の官史

名を姓の起源とする者がいたとされます。
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新羅六村（六部）比定図 出典：『三国遺事』訳註（六） 新羅史研究会
備考：５が金山加利村で、３氏の説が示されている。

５．『古事記』仁徳期の土木工事

秦人がかかわってる土木工事として、『古事記』仁徳期には、茨田堤・茨田三宅・丸邇
はだひと

池・依網池の構築、難波堀江・小椅江の開削や墨江津の築港が紹介されています。

これらの大規模な土木工事は何代かの天皇にわたって行われたものを仁徳天皇の時代と

してまとめて記したのでしょうが、秦氏の土木技術が生かされた工事という伝承が残って

いた結果だと思われます。

６．京都・桂川の葛野大堰と愛知用水

平安中期の『政事要略』に引用された「秦氏本系帳」には秦氏が葛野川（桂川）に大堰

を築造したことを明記しているが、この大規模な灌漑施設によって京都盆地は次第に農地

化されていったとされます。

また、秦河勝の末裔を称する駿河・久野氏の系譜を引くとみられる愛知県知多市の久野

庄太郎氏は、水不足に悩む愛知県知多半島地域への愛知用水を計画し、その実現に活躍さ

れました。

このような灌漑施設の建設は、中国の古代・波氏の特性を日本列島においても遺憾なく

発揮したものとみるべきかもしれません。

７．名前の名字化

江戸幕府編纂の『寛政重修諸家譜』には川勝氏が掲載されており、この名字は秦河勝の

名前を借用したものとみられます。
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また、駿河の久野氏は平安時代末期に先祖の秦久能の名前を借用して久能氏を称し、後

に久野氏を名乗っています。

従って、このような例や金山加利村の村長の人名として祇沱があることからも、秦氏は
し だ

新羅の六部の一つである波旦部の統率者であった波陀の名前を称する人物の末裔であると
は だ

の伝承を有していたので、その名前が名字化して秦や波多のウジを名乗ったと考えること

が可能です。

８．波多臣氏

武内宿禰後裔氏族のひとつで大和国高市郡波多郷を本貫とする波多臣氏は羽田・八多・

八太とも書き、氏族としての初出は推古31年（623年）是歳条に新羅に派遣された副将軍

のなかに波多臣広庭の名がみえます。

また、天武13年（684年）には波多臣氏は朝臣姓を賜っていますが、そもそも武内宿禰

は伝説上の人物であり、『新撰姓氏録』左京諸蕃上の太秦公宿禰の条には仁徳朝に波多姓

を賜うという記事がありますので、波多臣氏は秦氏と同族であり、波多氏（後の秦氏）が

葛城氏滅亡後に山背の深草や葛野などの地に強制移住させられた６世紀以降も大和に残っ

ていたのが波多臣氏の可能性があります。

大同３年（808年）に平城天皇に上奏された伝承薬と処方の撰集である『大同類聚方』

には志路木薬なる薬が掲載されており、その解説には「新羅國鎮明之伝方 大和國高市郡

波多神社所伝之方 元衣通日女命乃牟土加是乎病美給不時用為給日天愈多流薬咽腫礼痛美

弖於茂能通良受保天里於楚解安流者二用羽倍之」とあるので、これは波多臣氏が新羅出身

者であることの傍証となり得るのかもしれません。

『日本書紀』の持統天皇三年六月一日条では羽田朝臣齊（牟後閉）が撰善言司（教訓集

を編纂する官司）に任じられていることからも、波多は羽田とも表記されていたようです。

９．波氏は辰韓人か

『魏志』辰韓伝によれば辰韓とは、秦の時代に労役を避けて馬韓に来た人々に馬韓が東

部の地域を割いて与えた国であり、言葉は秦人に似ているところがあって、辰韓を秦韓と

いう人もいる。辰韓ははじめ六国であったが、後しだいに分かれて十二国になった、と紹

介されています。

この辰韓伝の記述を参考にして秦氏の秦始皇帝の後裔説が出来上がった可能性がありま

すが、上述のように波姓は漢代に出来たウジなので秦始皇帝とは関係ありません。

むしろ、『三国史記』新羅本紀の第十七代奈勿尼師今十八年（373年）条に百済の禿山城
とくざん

主（禿山は現在の京畿道烏山市）が三百人を率いて来降し、王は彼らを迎え入れて六部に

分けて住まわせたとの記事があるので、この百済人の中に波氏がいた可能性があります。

10．おわりに

新羅の政治的社会的組織であった波旦部の波は中国起源の姓であり、中国から百済経由

で新羅に移住し、その統率者の中に波陀の名前を称する人物がいた可能性が大であり、そ
は だ

の末裔が日本列島に渡来したと思われ、次のように一連の名乗りが変化していったものと

推測されます。
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秦を名乗った時期はヤマト王権側が６世紀に入ってから地方の渡来系の氏族を秦部（秦

人部などを含む）の部民に再編成し、その伴造に就任してからではないかと思われます。

そして、ウジが秦になってから後付けで秦始皇帝の後裔を称し、禹豆麻佐（うずまさ）

が太秦に変更されたのではないでしょうか。

また、『日本書紀』の推古天皇十八年十月条では秦造河勝・土部連莵が新羅の導者にな

ったと記しているので、これは秦氏が新羅出身者であったことと無関係ではないように思

われます。

八角形墳墓の謎
一宮市 畑田 寿一

７世紀後半になると天皇陵は前方後円墳の代わりに八角形の墳墓となった。理由は明確

で無いが道教の影響が指摘されている。しかし、同じ時期に関東を中心にして八角形の墳

墓を造った輩がいる。まさに天皇の権威への挑戦であるが、ヤマト政権が咎め立てした様

子がない。今回はこの謎に挑戦したい。

１ 全国の八角形の墳墓

区分 遺跡名 所在地 特徴 時期

大王陵 段ノ塚古墳 奈良県桜井市 舒明天皇陵 7C中

御廟野古墳 京都府京都市 天智天皇陵 7C後

野口王墓古墳 奈良県明日香村 天武。持統天皇陵 8C初

中尾山古墳 奈良県明日香村 文武天皇陵？ 8C初

束神明古墳 奈良県高取町 草壁皇子？ 7C末

岩屋山古墳 奈良県明日香村 斉明天皇陵？ 7C後

牽牛子塚古墳 奈良県明日香村 斉明天皇陵？ 7C後

首長墓 稲荷塚古墳 東京都多摩市 横穴式石室、多摩川沿い 7C前

三津屋古墳 群馬県吉岡町 横穴式石室、利根川沿い 7C後

経塚古墳 山梨県笛吹市 横穴式石室、笛吹川沿い 7C前

伊勢塚古墳 群馬県藤岡市 模様積石室、鏑川沿い 6C末

中山荘園古墳 兵庫県宝塚市 横穴式石室、物部系？ 7C中

その他 尾市1号墳 広島県福山市 横穴式石槨、芦田川沿い 7C後

神保一本杉古墳 群馬県高崎市 横穴式石室、19体人骨 6C末

武井廃寺塔跡古 群馬県桐生市 三段石積墳丘墓、火葬？ 7C？

墳

（出典：Wikipediaを補足）

以上、全国で15か所に八角形の墳墓があるとされている。時代的にみると地方の方が少

し早いように見えるが、ほぼ同時期と考えていいのではないか。
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発掘調査報告ではヤマトとの関連は強調しているが、なぜ八角形が選ばれたのかは考察

が及んでいない。

なお、明日香村文化財調査研究紀要第14号（2015）の「八角墳の再検討（辰巳俊輔氏）」

に拠ると、束明神古墳や稲荷塚古墳名など７古墳に対して疑問を呈しているので、10箇所

程度が八角墳として共通認識されていることになる、

２ 地方の八角形の墳墓

地方の状況を眺めるために、群馬県の三津屋古墳と兵庫県の中山荘園古墳を取り上げる。

（１）三津屋古墳

三津屋古墳は２段積古墳で上下ともに

八角形となっており、周囲には濠が廻り

巡らされている。大きさは23.8ｍで、総

社二子山古墳（90ｍ）を上毛野の盟主と

すると、付近にある南下古墳群(100基以

上)と併せて２番目に大きな勢力集中拠点

であった。副葬品は盗掘のため存在しな

いが、構築にあたって唐尺が使われた。

被葬者は不明であるが、在来豪族であ

れば車道一族、渡来系であれば高句麗系

が想定される。

（２）中山荘園古墳

発掘の結果、円墳の周辺の石が八角形で

祭礼用張り出し部分を持っていることが判

明した。このため、一部の学者は円墳と定

義している。横穴式石室を持っているが、

羨道部分が極端に狭く、内部に家形石棺形

石槨を持つ松井塚古墳（大阪府）と関連が

注目されている。

宝塚市周辺は摂津国や播磨国に属する

が、７世紀中頃には実力者の国司が派遣さ

れており、被葬者は地方の盟主ではない。

詳細は不明であるが、在来豪族であれば物

部一族、渡来系であれば百済・伽耶系が想

定される。

３ ヤマト政権の動き

（１）ヤマト王権の動き

この時代は天皇家と蘇我・藤原氏が覇を競っていた時代であり、天皇陵も舒明天皇から

文武天皇までが八角形の陵墓、元明天皇以降は薄墓令に伴い、山形や円丘の形状で陵墓が

造られた。再建された斉明天皇陵をみると天皇の威厳を見せつけるものであり、陵墓が持

つ意味が窺われる。
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（２）藤原氏の勢力分布

当時の藤原氏の勢力分布を眺めてみると、東国全体は藤原氏の勢力範囲であり、摂津・

播磨もほぼ手中に納めていた。藤原氏の中の跳ね上がり者が天皇家の墓を真似て造ったと

も考えられるが、あまりにも例が少ないので想定は難しい。

４ 道教の浸透

７世紀初め頃から日本列島に道教が伝えられた。宗教としての道教は普及しなかったが、

神仙思想や占いが取り入れられた。斉明天皇が造った「狂 心 渠」も道教的な迎賓館用
たぶれこころのみぞ

庭園の造園の為の輸送路と理解すれば納得できる。道教に於いて八角形は「天下八方の支

配」を意味すると考えられており、権力の象徴であった。

５ まとめ

終末期の前方後円墳などの構築についてはヤマト政権が深く関与したとする「前方後円

墳体制」からみると、天皇陵に似た墳墓を造ることは体制への挑戦であり、天皇家への冒

涜である。しかし、「前方後円墳体制」が存在しないか、存在しても限定的であったとす

れば、どのように考えられるか。

当時、朝鮮半島から大量の難民が日本列島に押し寄せてきていた。その中には朝鮮半島

の王族も少なからず存在し、ヤマト政権から一定の保護を受けていた。

「百 済 王」などの称号が代表的な例として挙げられる。
くだらのこにきし

彼らは日本を一時的な亡命先と考え、天皇家が道教に拠る八角形の陵墓を造るのを見て、

自分たちも同じ形を取り入れたのではないか。造られた場所が地方の盟主でなく、ナンバ

ー２、３程度の場所であることもこれを裏付けている。これに対してヤマト側もあまり問

題にせず放置していた。近江の蒲生郡日野に居たと考えられている亡命百済の宰相「鬼室

集斯」の墓碑は八角形であり、墓碑の製造年代には諸説があるが、百済人が八角形をどの

様に考えていたかを示す好例であろう。

近年、７世紀後半の天武期に於いて、律令制度の確立により天皇を頂点とする諸制度が

確立していたとする説に疑問を投げかける研究が発表されるようになった。天皇を頂点と

する政治体制は８世紀以降の出来事であり、７世紀は地方の豪族の勢力が未だ残っていた

のでは無いか。
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八角墳
名古屋市 石田 泉城

飛鳥地域で八角墳とされるのは、主に天皇陵で、八角墳は大王固有の陵墓とされます。

もし、第34代舒明天皇（在位:629～641年）の陵墓が八角墳の始まりだとすれば、舒明天

皇二年（630年）に遣唐使の派遣が始まったところですので、遣唐使がもたらした新しい

知見により八角墳が生まれたとも考えられますが、それより古い時期の八角墳が各地で見

つかっており違うようです。

たとえば、群馬県藤岡市にある６世紀後半築造の伊勢塚古墳は、これら飛鳥の八角墳よ

り古い変形八角墳（対角長約27ｍ）であり、規則的な水玉模様の模様積み石室が特徴的で

す。藤岡市周辺の古墳が円墳ばかりの中で伊勢塚古墳のみが八角墳であり、模様積み石室

が最も精巧であるので、この地域で特別な権力者と思われます。また、鳥取県鳥取市の梶

山古墳は、７世紀初めの変形八角墳（対角長約17ｍ）で装飾古墳であり、中国地方で唯一

の装飾古墳の八角墳であることから特別な古墳といえましょう。

したがって、八角墳は天皇のみのものではないものの、特別な意味が

ある古墳と考えられます。６世紀の仏教伝来や道教の影響を受け、権威

を誇示する特別な形として、また仏舎利と同じでどの方向からも拝める

形として適したために、この時期に八角墳が流行したと思われます。

なお、藤原氏の代表紋に「子持ち八角に上り藤」があります。このほか多くの家紋に八

角形が使われ、八角形へのこだわりが感じられ、たいへん興味深いです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

年会費の納入のお願い

１ 年 会 費 5,000円(会報誌等送料込み)
２ 納入期限 2024年4月13日(例会予定日)
３ 振 込 先
・金融機関 ： ゆうちょ銀行

・名称 ： 東海古代研究会
トウカイコダイケンキユウカイ

・店名 ： 二一八 ・店番 ： ２１８
・口座 ： 普通 １２９９３９５

前回の例会の話題

・唐の羈縻政策と白村江の戦い以後の日本
き び

一宮市 畑田 寿一
・遣唐使と遣倭使 名古屋市 石田 泉城

例会の予定

１ 日時 令和６年４月１３日(土)13時半～
２ 場所 名古屋市市政資料館
■ 来月以降の例会 原則土曜日
（H６)5/18、6/15、7/14、8/10

会員の投稿について

■ 会報誌への投稿（編集担当：石田）
toukaikodai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 ４月３０日(火)

■ 会員の皆様でメルアドをお持ちの方は、
お知らせください。（連絡済みの方は不要）
連絡先 toukaikodai@yahoo.co.jp

前回の会報誌からクロネコゆうメールに
切り替えるとともに新しい試みとして、郵
送前に「東海の古代」のPDFファイルを閲
覧できる「招待」を送りコメントをテスト
していただきました。会員の考察に対して
コメントをいただければ、例会の中で議論
し、その結果を反映する予定です。
また、クロネコゆうメールでは、会報誌

の到着が遅れることもありますので、その
際はPDFファイルを参考にしてください。


